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1.「さぬきのめざめ」は香川県農業試験場で選抜した雌株「Ｎｏ.17」と雄株「Ｎｏ.16」との単交配によ

る交雑品種であり、萌芽が極めて早く、若茎の開頭が遅く、収量性の高い品種である。2002 年 7 月に種

苗法に基づき、品種登録の出願を行った。 

2.「昭和 58 年度種苗特性分類調査報告書：アスパラガス」による特性分類では、植物体の草丈、茎の第

1 側枝高の高さはやや高い。収穫若茎は茎色がやや淡緑、茎のアントシアニンの発現がやや多く、茎数が

多い。若茎頭部の色は緑、頭部のしまりは緊、開頭の早晩は晩である。低温要求性は低く、萌芽の早晩は

極早生、越冬性と低温伸⾧性は高い。 

3.「さぬきのめざめ」における春芽の萌芽は「ウェルカム」や「メリーワシントン 500Ｗ」に比べて施設

栽培で 1 週間、露地栽培で 2 ヶ月早い。品薄、高単価な 12 月下旬から収穫が可能で、収穫期間を通じて

収穫物の外観品質が優れることから、春芽どりの増収や夏芽の秀品率向上が期待できる。 
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